
KIBUN JOURNAL
あなたの想い を市政 に　見て、聴いて、実行 !川西市議会議員 活動報告 VOL.12まつくま 紀文（のりふみ）

ひといちばいまじめです。
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令和3年 第4回川西市議会（9月定例会 8月26日［木］～9月24日［金］まで）が開催されました。

他の議案

　こんにちは。 川西市議会議員の松隈紀文

（まつくま のりふみ）です。

　令和3年第4回市議会（9月定例会 会期8月26日

（木）～9月24日（金）30日間）が行われました。

　市道898号橋梁補修工事（前川橋交差点の

西側に架かる一庫新橋1号橋、2号橋）請負契約

の締結について、市道14 4 9号橋梁補修工事

（一庫ダム周回道路上にある知明さくら橋）請負

契約の締結について、川西市留守家庭児童

育成クラブの設置及び管理に関する条例の

一部を改正（通年入所に限っていたクラブへの

入所について新たに夏季休業日の期間中のみ

の入所を追加実施）する条例の制定について、

川西市子ども・子育て会議条例の一部を改正

（川西市子ども・子育て会議と川西市青少年問題

協議会を統合して、川西市子ども・若者未来

会議を設置）する条例の制定についてなどを

審議しました。

　今後も川西市の未来のためにしっかりと議論

してまいります。

一般質問
● 市民の移動権・交通権を守る取り組みについて
● My助産師制度の導入について
● 第5次環境率先行動計画ついて
● 多子世帯への応援から始まる子育てしやすいまちづくりについて

● 自治体DX推進に関する市の取り組み状況について
● コロナ危機の中で住民の命と暮らしを守ることについて
● 東谷中学校の教育活動における課題への対応について
● 「川西おもろ能」のあり方について

令和3年度川西市一般会計補正予算（第5回、第6回）
● （本市にゆかりのある）アーティスト支援
● （公民館など）公共施設のWi-F i環境整備
● 修学旅行が中止となった場合のキャンセル料の負担
● パルティK2におけるセオリア移転に伴う改修等
● 現セオリア及び教育支援センターパソコンルームの返還に伴う
原状復旧等

● 幼児教育無償化対象外施設利用者への支援

● 川西北小学校区への民間留守家庭児童育成クラブの開設
● 東久代運動公園内における不法占用物撤去
● 次期総合計画の策定時期延期に伴う継続費補正に関連するもの
● キャッシュレス決済サービスを活用した消費活性化による事業者支援
● 中小企業の事業力向上・感染防止への支援
令和3年度川西市介護保険事業特別会計補正予算（第2回）
● 介護給付費負担金等の精算に加え、地域資源情報のIC T管理
ツールの導入およびシステム改修
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● 川西市消防団平野部団員

● 川西市子ども会連絡協議会副会長

● 大阪工業大学学園校友会川西支部副幹事長

● 土地家屋調査士松隈合同事務所代表

● 川西市議会議員（平成30年初当選）

● 昭和46年4月20日 川西市南花屋敷生まれ
● 加茂幼稚園卒
● 清和台南小学校卒
● 清和台中学校卒
● 猪名川高等学校卒
● 大阪工業大学（常翔学園）土木工学科卒

学  歴

● 川西青年会議所専務理事
● 川西市社会福祉協議会評議委員
● 川西市消防団平野部団長
● 川西中央ライオンズクラブ第39代会長
● 川西市個人情報保護審議会委員
● 人権擁護委員
● 川西市要保護児童対策協議会委員

経  歴
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現在の主な役職

討議資料

多子世帯への応援から始まる
子育てしやすいまちづくりについて
　厚生労働省が発表した人口動態統計
によりますと、日本全体では令和2年の

出生数は前年より24,407人減少の84万

832人となり、1899年の統計開始以来

過去最少となりました。また、合計特殊

出生率は前年より0.02減少の1. 34と、

こちらは5年連続で低下しております。

わがまち川西市では、市内出生数、妊娠

届出数ともに減少を続けています。そして

令和1年の合計特殊出生率は1.16（令和

2年は未算出）となっており、厚生労働

省発表の1. 3 4と比べてもかなり低い

値となっています。子どもの減少は、

人口の減少につながり、まちの活気が

減少し、まちの魅力が失われていく。

これは住宅都市として発展してきた

川西市において深刻な状況と考えます。

しかし、このような時代でも理想とする

家族像を思い描き、3人以上の子育てを

楽しみながら日々奮闘する世帯が実際、

いらっしゃいます。

　結婚をする、しない。子どもを産む、

産まない。そして子どもを何人育てるか。

これは個人の自由であり、尊重される

べきことです。このような自由な時代

だからこそ、子ども生み育てたいという

希望を持つ人を支援・応援することは、

大切にしたいと思います。

　少子化対策として多子世帯（3人以上

を養育する世帯）に着目した支援策を

展開されている自治体があることからも、

川西市において多子世帯を応援する

施策を展開することは、住宅都市である

川西市の魅力・活力を維持する一助と

なりますし、結果、少子化対策になると

信じます。川西市が多子世帯を応援

するその姿勢を示すことで、川西市では、

こどもが3人4人いても子育てしやすい

まちなのだと、これからの子育て世代に

感じてもらえる様な取り組みを仕掛けて

頂きたく思います。そして、川西生まれ、

川西育ちの川西市を応援する人、ファン

を1人でも多く増やして欲しいと思います。

　先祖代々より受け継いで、いまを生き

ている私たちです。そして未来へと続く

将来像をしっかりと描くのは我々大人の

責務です。私たちの未来の宝である

子どもたちは、地域社会全体で育てる

という強い想いと覚悟が必要であると

考えます。多子世帯への応援・支援が

少子化の対策に繋がるという視点を

持った施策の検討に取り組んで頂くこと

を提案する一般質問を9月2日に行いま

した。

　これからも「住みつづけたいまち、

かわにし」となるよう、市議のひとり

として行動してまいります。
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